
石狩川水系空知川に位置する金山ダムは、洪水調節容量内の堆砂により洪水調節機能に影響を及ぼしており、

ダム貯水池機能（洪水調節容量）を回復するため、堰堤改良事業により堆砂除去を集中的に実施する。また、掘

削した土砂を一時仮置きするための土砂ストックヤードの整備を行う。

◇堰堤改良事業 【金山ダム（石狩川水系空知川）】
かなやま い し か り そ ら ち

事 業 内 容

金山ダムの概要

事 業 着 手 ： 令和７年度（事業期間は検討中）

主な事業内容 ： 堆砂掘削

事 業 計 画

金山ダム

型 式 ： 中空重力式コンクリートダム

目 的 ： 洪水調節、かんがい、水道、発電

堤 高 ： 57.3m

堤 頂 長 ： 288.5m

総貯水容量 ： 150,450千m3

竣 工 年 ： 昭和42年(1967年) (令和6年まで58年経過）

堆砂掘削、土砂ストックヤード（一時仮置き場）の整備

位 置 図
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ダム下流での洪水被害を防ぐため、
集中的な堆砂除去が必要

堆砂掘削箇所位置図 ＜出典：地理院地図＞
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洪水調節容量の不足
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